
孟麓や鮎が王が魯偽は、臓と崩箇となる削えやすい重富です．
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大切ですので、食事の前や、外から帰ってきた噂には、必ず手を洗い重しよう．
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初鷺になると出回るビワは、季節を

感じさせる異物です。ビワのふるさと

は中鴎で、古くlこ日本に伝わり・寮長

時代には縞としてビワの葉が使われて
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いました。稔場が始まったのは江戸時

代中ごろ、千葉県竃浦といわれてい手す。ビワの島地lさば机噺が遭し

ていて、日本では干鷺県より北では本櫓柳に作られていません・

ビワの代嚢的な覆輝「茂木J臥西日本の代表的なもので・江戸時代・

長崎県の代官量厳で睾公していた女性机中正商船から持ち込まれた貞

ビワの種子を、茂木町の邑毛の鐘に靡いたところから広まはした。一万・

繋日本の代表的な覆精r田中」は・187坪ごろ・楕物事著の田中芳舅

氏が鼻輪で食べたビワの柵を真宗に持ち靖〇・邑零に軋いて載増しチした。

触増劃ま脚が全年目位で、全毘の半数近くを出荷しています。

ビワは夷を食べるぼかに、薫が古くからせせ止めや皮膚㈲こ利用され

てい零す。木材は硬く折れにくいので、つえや魁遭等の木刀にも利用さ

れてい審す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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讐嚢で、↑べての世代で敵り租象れるべきものです・「義輝」について電しく替えず・身近

なことから義雄して取り組んでみてはいかがでし■うか●
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6月の食材のおもな産地　　　　　 ※あくまで予定です。

食材名 産地 食材名 産地

じゃがいも 鹿児島 こまつな 埼玉
きゃべつ・・・ 神奈川 たまねぎ 北海道 佐賀．．．
はくさい 茨城 にんじん 徳島
チンゲシサイ 茨城　長野 にら 栃木　茨城∴蔓■

給食費の引き落としのお願い
今月は6月　7日　です。よろしくお願い致します。


